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1972 年にネッカー河畔のマールバッハ

（Marbach）に作られた文学史料館（Deutsches 
literatur archive Marbach）には，1750 年から

現在までの近代のドイツの重要な作家と学者の手

書き原稿約 1,100 点が展示されている．見学する

ことはできなかったが，地下書庫には近・現代ド

イツ文学の約 70 万冊の蔵書が保存されていると

のことであった．「死の舞踏」や死生観研究と関連

する現代作家の手書き原稿としては T・マン

（Thomas Mann,1875-1955）と F・カフカ（Franz 
Kafka,1883-1924）の作品が目にとまった．特に

マン『魔の山（Der Zauberberg,1924）』の 5 章に

は「死の舞踏（Totentanz）」と題された節があり，

スイスのダボスにある高原サナトリウム「ベルク

ホフ（Berghof）」で二人の従兄弟と踊りながら死

に導かれていく少女カールシュテットが描かれて

いる．この書で死へと誘うものとは結核である．

そのように，「死の舞踏」のメタファーは中世を超

えて現代にも生き続けているのである． 
 
４．２ ドイツにおける日本人高齢者たちの活動 

2000 年 4 月に導入されたわが国の介護保険制

度は概ねドイツの介護保険制度をモデルとしてお

り，ドイツにおける高齢者医療や介護のシステム

は国際的にも評価の高いものである．しかし，在

独の日本人たちにとってドイツの医療保険や介護

保険だけではカバーできない健康上，生活上の問

題が多々ある．特に高齢者施設や療養の場では「日

本食が食べられない」，「日本語が話せない」とい

うような文化的問題は，異文化内で老後を暮らさ

ざるを得ない在独日本人たちにとって非常にスト

レスフルな現実問題である．「ミュンヘン友の会―
日本人の老後を支えるネットワーク（München 
Tomono-Kai―Nachbarschaftshilfes für Japaner
（innen） in München und Umgebung e.V.）は，

そうした文化的諸問題を抱えたミュンヘン在住の

日本人のたちが相互扶助の目的で2001年10月発

足させた非営利団体（NPO）である．（図6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援の基本は「日本食の提供や日本語を必要と

するサービス」であり，具体的には①家事・その

他：食事作り，買い物，話し相手，散歩の介助，

代筆・朗読，日本の家族への連絡，行事への参加

付き添い（コンサートや催し物など），子育てに関

する相談，②医療機関関係：通院の付き添い，手

続き，連絡，③役所関係：役所への同行，書類の

記入，提出などのサービスを提供している．年会

費は 30Euro で毎年 1 月の例会で前納する．サー

ビスは基本的にはボランティアであるが，時間の

提供に対する謝礼として，サービスの種類に関係

なく1時間8Euro，その他に交通費，ガソリン代，

食事の材料費などの実費をサービスを受けた人が

負担するシステムになっている．サービスは原則

として，1 回 2 時間，１週間 2 回である． 
ミュンヘン友の会の影響を受けて，フランクフ

ルトとその周辺在住者によって「ライン・マイン

友の会（Rhein Main Tomonokai）」、ハイデルベ

ルクとその周辺在住者によって「ライン・ネッカー

友の会（Rhein Necker Tomonokai）」が創設され，

日本人の老後を支えるネットワークはドイツ各地

に広がりつつある．9 月 26 日に，昼食のために

入ったハイデルベルク旧市街の日本食レストラン

で「ライン・ネッカー友の会（Rhein Necker 
Tomonokai）」の会合に遭遇し，話を聴くことが

できた．この集まりはドイツ公益法人登記のため

の準備会合で，10 月上旬には無事登記が認められ

たことを帰国後に知った． 

図5：ミヒャエル・エンデ博物館のトーテン

タンツに関する展示 

図 6：ミュンヘン友の会パンフレットと 

ロゴマーク 



石川看護雑誌 Ishikawa Journal of Nursing Vol.6, 2009 
 
 

- 111 - 

こうしたドイツ各地の「友の会」の設立と活動

を通して，高齢者のケア・ニーズとして「文化ケ

ア」の必要性が示唆されているように思う．日本

国内の高齢者ケアの現場ではほとんど意識されな

いが，異文化で暮らす高齢者の方々のケアは，単

に医療福祉上の技術やシステムと関わる問題のみ

ではなく，文化的な問題を伴うということを実感

することができた．日本国内においても生活者は

多種多様な文化的社会的な背景を持っているので

あり，かつ外国人滞在者も増加している。そのた

め，今後こうした文化的な側面を考慮した援助は

今まで以上に必要になると考えられる．ドイツに

おける「友の会」活動の視察は人間が文化と社会

の中で生き、死んでいく文化的社会的存在である

ことを再認識する契機となった． 
ミュンヘン友の会ＨＰには「2002年 4月に e. V.

（登録協会）として正式に認可され，ドイツの社

会福祉組織（カリタス）の傘下に入りました」５と

記されているように，「友の会」は NPO（非営利

団体）として認可されたドイツ公益法人である．

e. V.（eingetrage Verein の略）は公益法人として

登記されていることを意味し６．こうした登録協

会はディアコニー（Diakonisches Werk der EKD; 
DW），カリタス（Deutscher Caritasverband; 
DCW），ユダヤ中央福祉会（Zetralwohlfahrtsst- 
elle der Juden in Deutschland; ZJD），赤十字

（Deutsches Rotes Kreuz; DRK），パリテート福

祉団体（Paritätischer Wohlfahrt; DPWV），労働

者福祉団体（Arbeiter Wohlfahrt Organisation; 
AWO）の 6 つの公益福祉団体に属している．７日

本の社会福祉・社会保障は社会福祉法人や医療法

人が主な担い手であるが，ドイツでは教会組織や

労働組合などさまざまな市民組織によって運営さ

れる公益福祉団体と登録協会が大きな役割を担っ

ている．ミュンヘン友の会はカトリック倫理を基

盤としたカリタス（Caritas，慈善），ライン・ネッ

カー友の会はプロテスタントの実践神学を基盤と

したディアコニー（Diakonie，奉仕）の傘下で活

動していた． 
 
４．３ デイアコニッセの活動について 

「友の会」がキリスト教系の公益福祉団体と関

わっているように，ドイツにおける医療福祉活動

にとってキリスト教は理論的にも実践的にも大き

な役割を担っている．大学の神学部や神学校は聖

職者，牧会者と同時に「魂をケアする人

（Seelsoroger,Seelsorogerin）」を養成する教育機

関であり，医療，社会福祉，介護，教育といった

ケアの臨床現場に多くの奉仕者を輩出している．

例えば，多くの病院には「魂のケア」部といった

部局（名称が異なる場合もある）が置かれており，

神学を学び，「魂のケア（Seelsorge）」の研修と臨

床実習を行ってきたカトリックの神父やプロテス

タントの牧師が患者・家族と医療スタッフの「魂

のケア」のために奉仕している．また，カトリッ

クのシュベスター（修道女，Schwester）やプロ

テスタントのディアコニッセ（女性奉仕者，

Diakonisse），ディアコーン（男性奉仕者，Diakon）
と呼ばれる人々が医療福祉職の資格を持ちながら

社会奉仕をしている．彼らの給与や生活費は基本

的に教会税（Kirchen Steuer）から支給されてい

る８． 
今回の出張では，プロテスタントにおけるディ

アコニー運動の精神とその活動を知るために，ハ

イデルベルク大学神学部のディアコニー学研究所

（Diakoniewissenschaftliches Institut）とリー

ベンゼラー神学校（Das Theologische Seminar 
der Liebenzeller Mission）を訪れた．ハイデルベ

ルク大学のディアコニー学研究所は 1954 年に設

立されたディアコニーに関する総合的な研究所で

ある．ドイツ語のディアコニー（Diakonie）は「仕

えること」を意味するギリシア語のディアコニア

（δίακονία）に由来し，「奉仕者」を意味するディ

アコノス（δίακονοσ）と同系である．聖書の「使

徒言行録」6 章に由来するディアコノス（日本の

教会では通常「執事」と訳している）の仕事は，

古代教会では聖餐や食事の世話をしたり，貧しい

人々や病人に奉仕することであったが，現代の

ディアコニー運動ではそうした隣人愛の精神が社

会奉仕，慈善活動，福祉事業活動として継承され

ている．９  
例えば，1833 年にカイザースヴェルト（Kais- 

eswelt）で，T・フリートナー（Teodor Frietner，
1800-1864）がはじめたディアコニー運動は，最

初は福祉や貧しい人々の救済運動であった．それ

が 1836 年に医療福祉施設「母の家（Mutter 
Haus）」をつくるとともに，女性の社会進出に重

点を移し，女性奉仕者であるディアコニッセの養

成に力を注ぐようになった．「母の家」で定められ

た見習い期間を修了するとディアコニッセとなり，

奉仕活動の一つとして看護活動に従事した．この

ディアコニッセ養成がヨーロッパの看護師養成の

一つの原型である．近代看護の創始者 F・ナイチ

ンゲール（Florence Nightingale，1820-1910）
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もクリミア戦争で傷病者を看護する 3 年前に，カ

イザースヴェルトの「母の家」に 2 度滞在し，そ

こでキリスト教的な奉仕の精神と方法を学んだ． 
 ハイデルベルク大学神学部の実践神学ゼミナー

ル（Praktische Theologie Seminar）の図書館や

リーベンゼラー神学校の図書館では「魂のケア」

に関わる雑誌を調査した．20 数年前に訪れたとき

に比して，牧会学，ディアコニー学の書籍に加え

て，生命倫理，医療倫理，臨床心理，社会福祉，

カウンセリング論，障害児教育，死生学などの書

籍，学術雑誌が増加していた．（図7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
ハイデルベルクでは神学部の博士候補生

（Doktorand）である吉田新氏の案内で，福祉施

設，カウンセリング施設，リサイクル・エコショッ

プなどを視察した．こうした施設のほとんどが福

祉団体ディアコニー傘下の NPO であった．例え

ば，高齢者や貧困層向けのリサイクル・エコショッ

プmanna
マ ナ

では，ディアコニッセとともに何人かの

良心的兵役たちが奉仕活動を行っていた．（図8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
リーベンゼラー宣教団（Liebenzeller Mission）

は中国への宣教に始まり，今ではアジアやアフリ

カの発展途上国で宣教活動と医療福祉活動を行っ

ている．宣教団本部やその宿泊施設モンバッハ

タール（Freizeit- und Bibelheim Monbachtal）

では，沢山の引退宣教師であるディアコニッセた

ちと面談することができた．彼女らの多くはシュ

バルツバルト一帯の小さな集落に住む人々やモン

バッハタールを訪れる老人たちの世話をしていた．

その内のシスター・グレーテル・ルオッフ（St. 
Gretl Ruoff）は日本での長い宣教師活動を終え，

今は老人たちと世界各国の若者たちへの聖書講義

や相談活動を担当しておられた．（図9）こうした

ディアコニッセたちの活動には，キリスト教的死

生観とケアのあるべき関係が現れているように思

う． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 9：リーベンゼラーミッションのディア

コニッセ（女性奉仕者） 
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 図 7：リーベンゼラー神学校のゼールゾルゲ

に関する図書 

図 8：ハイデルベルのリサイクル・エコショップ

（高齢者，貧困層向け）MANNAの内部 
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パラグアイ共和国からの研修生が学ぶ 

高齢者福祉におけるデイケアサービス 
 

天津栄子１，細川淳子１，松平裕佳１，前田充代１，紺谷一十三１ 
 

概 要 
 石川県立看護大学と羽咋市社会福祉協議会は，JICA の要請を受け，日系高齢者社会支援の一環とし

て，平成 19 年度より日系研修受け入れ事業に参加することになった． 
 移住地，南米パラグアイより来日した研修生 4 名の研修目的は，高齢者福祉におけるデイケアと介護

予防について学び，パラグアイでその活動をシステム化していくことである． 要旨は，実施した研修

プログラム，成果報告，評価等についての一連の報告である． 

 
はじめに 

 この研修事業は独立行政法人国際協力機構

（JICA）の依頼のもとに，石川県立看護大学と羽

咋市社会福祉協議会の協同で中南米日系の社会支

援の一環として平成 19 年度から開始された．移

住から約 70 年を経て高齢者の増加が予測される

なか，パラグアイには国の福祉事業制度が整備さ

れていないため，日系社会における高齢者福祉に

かかわる人材の育成と地域のケアサービスのシス

テム化が重要な課題となってきている．今回の報

告は平成 20 年度の研修事業を中心に述べたい． 
 
１．パラグアイ共和国の概要と研修生４名の概略 
 パラグアイ共和国は南アメリカ大陸中央部に

位置(図 1)し，ブラジル，ボリビア，アルゼンチン

に囲まれた内陸部で，面積 40.7 万 Km，人口は約

536 万人，首都はアスンシオンである． 
 言語はスペイン語（公用語），グアラニー語，通

貨はグアラニ（100 円は 4000 グアラニ），農牧と

林業が主で綿花や大豆，牛肉，コーヒ，木材が主

な輸出品である．移民の始まりは 1935 年，11 家

族 81 名で，1941 年 12 月太平洋戦争が勃発し，

翌年１月にはパラグアイと祖国日本が国交を断絶

し移民の言動の制約や移住地の管理が厳しくなる．

1953 年から移民が再開し，現在の日系人口は

7000 人，日系人高齢者は 1000 人（14.3%）であ

る． 
 平成 20 年度の研修生は，日系一世・二世の 30
代～50 代の女性４名で，出身地はピラポ市，イグ

アス市，ラパス市，エンカルナシオン市と地域別

である．それぞれの地域での役割は，日本人会婦 
１ 石川県立看護大学 

人部の部長や日本人会サロンでの福祉活動，日本

語教師，大学の心理学科在学中，会社員等さまざ

まである．本研修における JICA の資格要件は，

日本語会話能力があること，福祉業務経験または

研修後福祉業務に従事すること，55 歳未満の３点

が挙げられている． 
 
２．研修プログラムの目的・研修内容について 
 研修目的は，高齢者の尊厳を支え，健康な日常

生活の自立を維持・支援するためのデイケアと介

護予防の実際について学び，その機能や活動をパ

ラグアイのそれぞれの地域においてシステム化し

ていくことである．この目的達成のためには講義，

ゼミ，アクションプランの作成過程を主に担う看

護大学と地域の高齢者福祉に優れた現場で見学，

演習，実習等の実践的な研修指導を担う羽咋市社

会福祉協議会とが協同連携していく必要がある． 
研修プログラムの作成にあたり検討したことは，

平成 19 年度の研修プログラムを基に研修者の個

別目標にも配慮し，目的に沿った講義・演習・実

習内容であること，新しいプログラムをいれる，

看護大学と羽咋間の通学時間を配慮したプログラ

ムであること等について関係者間で話し合いを重

ねた． 
 県立看護大学での研修は以下の内容であった． 
 レクチャー１  石川県立看護大学２年生とパ

ラグアイ研修生との交流 
 レクチャー２  地域における認知症予防活動 
 レクチャー３  地域の実情に適したケアのシ

ステム化 
 レクチャー４  高齢者の日常生活自立とケア

の視点 

特別報告 平成 20 年度日系研修事業 
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 レクチャー５  在宅介護 
 レクチャー６  地域の実情に適したケアのシ

ステム化への対応 
 レクチャー７・８日常生活機能を支えるリハビ

リテーション 
 レクチャー９  異文化における高齢者と家族

関係について 
 羽咋市社会福祉協議会での研修は以下の内容で

あった． 
 １．元気高齢者への支援 
  老人会活動（いきいきサロン），老人福祉セン

ター活動（筋トレ教室，多様な趣味活動） 
 ２．要注意高齢者への支援 
  地域におけるサロン・たまり場活動，認知症

予防通所事業（ミニデイサービス） 
  運動器機能向上事業（体力維持改善教室，筋

トレ教室），訪問活動 
  もしもし電話訪問相談事業，訪問介護 
 ３．寝たきりや認知症への支援 
  介護保険サービス事業（訪問看護，訪問介護，

訪問入浴，通所サービスなど 
４．家族への支援. 

  家族介護教室，介護者の会，健康介護相談 
 ５．介護予防事業の実践活動（神子原地区） 
  高齢者ケア未来モデル事業として実施された

地区に実際に入り込んで，実践活動を把握して，

研修者がパラグアイの地区において可能な活

動計画を立案する． 
以上の全研修内容を実施する研修期間は，平成

20年６月20日～８月26日までの68日間であり，

この間には県外（愛知県のナーシング・ホーム気

の里，２泊３日）への研修旅行も含まれている． 
 

３．研修結果：アクションプランの発表 
 ４名の研修生が研修を終え，祖国パラグアイ日

系社会における高齢者福祉への支援に対して，夢

と希望を抱いて実現させたいと考えているアク

ションプランを表１に示す．これは研修最終日に

研修事業報告会で発表した内容である． 
 

４．研修内容の評価について 
 JICAの研修コース評価Questionnaire(5点～1
点の 5 段階)では，研修内容がパラグアイでの地域

ニーズに合致していたかについては 4 名が

appropriate5 点であった． 
 また，到達目標達成度は，3 名が fully achieved5
点，1 名が 4 点であり，研修で得た内容がパラグ

アイで活用可能かどうかについても同様に 3名が

5 点，1 名が 4 点であった． 
 つまり，今回の研修内容がパラグアイでの日系

高齢者福祉のデイケアと介護予防のプログラムと

して有用であると評価したのは，30 カ所以上の現

場で実際に活動を見て，参加して学び“これはパ

ラグアイでも必要であり，使える”と，実感した

からであろう． 
 

まとめ 
 JICA からの要請を受け，昨年に引き続きパラ

グアイ日系社会の高齢者福祉における人材育成と

サービスのシステム化をはかる研修事業である．

研修生は 4名で研修内容はデイケアサービスと介

護予防を中心とする知識と技術の習得および羽咋

市の多様な地域サロンでの実習を主とするもので

ある． 
 研修のプログラムの評価については，今後現地

訪問による調査も必要であろう．(平成 20 年 8 月

末に帰国した研修生からのメールによると，ラパ

ス地域でデイケアサービス施設が建設中であると

いう．) 
 
（受付：2009 年 1 月 9 日） 
 

 
 

Day care service in senior citizens welfare learned by  
trainees from the Republic of Paraguay  

-The training program for Japanese Descendents in 2008- 
 

Eiko AMATSU, Junko HOSOKAWA, Yuka MATSUDAIRA 
Mitsuyo MAEDA, Hitomi KONYA 
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表１ 研修生の研修目標とアクションプラン 
 

 研修生Ａ 

(イグアス市) 

研修生Ｂ 

(ラパス市) 

研修生Ｃ 

(エンカルナシオン市) 

研修生Ｄ 

(ピラポ市) 

研修目標 ・介護予防について学

び，「なのはなサロン」

の活動に活かす 
・認知症高齢者への接し

方を身につける 

・地域の実情に適したケ

ア，高齢者の気持ちに合

わせた支援，認知症高齢

者と，それを抱える家族

へのケアについて学び

現地の高齢者介護に役

立てること 

・リハビリテーションを

学ぶ 
・認知症を学ぶ 
・介護予防を学び，「い

ちご会」での活動に役立

てる 

・高齢社会の認識を広め

福祉活動の活性化 
・高齢者に対応し，訪問

介護で必要とする知識

を学ぶ 

アクション

プラン 

①元気高齢者・虚弱高齢

者を対象別にデイサー

ビスを開き，その対象に

合った介護予防のレク

レーションを行う 
②認知症について学ん

だことを「なのはなクラ

ブ」の勉強会を通して伝

えていく 

①高齢者福祉グループ

を対象に認知症につい

ての勉強会を行い，さら

に地域に向けて認知症

の知識を広める 
②虚弱高齢者を対象に

認知症予防プログラム

を取り入れ，ミニデイ

サービスの内容の充実

を図る 
③元気高齢者への認知

症予防プログラムの実

施と認知症についての

学習会を行う 
④認知症高齢者を抱え

る家族へ知識の普及や

集いの場などを作り支

援活動を行う 

①いちご会(福祉活動ボ

ランティアグループ)メ
ンバーを増やす 
②研修で学んだこと(リ
ハビリテーション，認知

症予防，介護予防)を活

かし，勉強会を継続さ

せ，いちご会メンバーの

力を高める 
③いちご会の活動内容

(健康講座，サロンの継

続)を充実させる 

①福祉活動(サロンづく

り，ひまわり会)のシス

テム化を目指すため，活

動内容の充実や予測さ

れる課題に取り組むた

め計画を立てるなど，で

きる事を一歩踏み出す 
②モデル活動として身

体機能が低下している

方やあまり外に出ない

方を対象に家庭訪問を

行う 

研修の 

まとめ 

①実習で同行訪問や，施

設実習を通して職員や

ヘルパーの接し方を見

て大きな学びとなった 
②元気でいる事の大切

さを再確認し，ボラン

ティアを増やしていき

たい 
③福祉活動で高齢者を

地域で支え合う 

①いろいろな講義と現

場での実習がつながり，

その両方の大事さがよ

く分かった 
②ラパス地区へ帰って

やりたいこと 
・ミニデイサービス ・

サロン活動 
・認知症という病気を地

域の人に分かってもら

う 
＜あせらず・ゆっくり・

やさしい気持ちで＞ 

①リハビリ実習を通し

て，早期発見・早期治療

と早期リハビリの大切

さを学んだ 
②認知症について自分

自身が知識を深め理解

することができた 

①サロンづくりやひま

わり会などの福祉活動

を中心に地域の実情に

適したケアのシステム

化を目指す 
②モデル活動として家

庭訪問を行い，対象者の

運動機能向上，心のケア

を行う 

学んだ一言 一人の百歩より，百人の

一歩 
目配り・気配り・心配り 1 人よりも･･･2 人の力 よき理解者 そっと手

をさしのべられる人に 
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図 1 パラグアイ共和国 アクションプランの作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
いきいきサロンでの研修 閉講式 
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海外における看護学会への参加報告 
 

今磯 純子１ 
 
 2008 年 7 月 8 日から 11 日まで，19th 
International Nursing Research Congress（開催

期間：2008 年 7 月 7 日～11 日）への参加ならび

に発表のため，シンガポールへ渡航させて頂いた．

開 催 場 所 は ， シ ン ガ ポ ー ル の Suntec 
International Convention Center であった．全期

間を通じ，世界 33 カ国から 600 名以上の看護職

者などの参加があったとのことである． 
本学会は，米国インディアナ州のミネアポリス

に本部をおく Sigma Theta Tau International 
Honor Society of Nursing 主催の学術集会である．

今年の学会メインテーマは，”Globalization of 
Research Through Technology”で，ハイテクを生

かした看護の取り組みについて強調されたもので

あった．講演集を概観すると，例えば，”Use of 
Simulation in Nursing Education”, ”Technology to 
Enhance Student Learning”, ”Technological 
Strategies in Healthcare Education”, ”Information 
Technology Initiatives”, ”Technological Approaches to 
Improve Education and Practice”, ”Technology in 
Nursing Leadership and Management”などのセク

ションは，今回の学会メインテーマに関連するも

のであり，看護実践や看護教育，看護管理など様々

な領域において数多くの研究発表がされていたよ

うに思う．また関連するWorkshopの一つとして，

施 設 見 学 を 含 め 2 日 間 の ”Simulation & 
Emerging Technologies Workshop”も企画実施さ

れていた．もちろん，ハイテク関連以外でも数多

くの研究発表がされていたのは言うまでもない． 
 そんな中，今回，私は学会 3 日目の 7 月 10 日，

Research Session の内 Issues in Community 
and Home Healthcare のセクションにて，口頭発

表(発表時間15分・質疑応答5分)をさせて頂いた．

エントリーテーマは， ”A Delphi Study of 
Competencies to Perform Tracheal Suction for 
ALS Patients with Mechanical Ventilator at 
Home”であった．このテーマは，医行為を要する

在宅療養者の増加に伴い，2003 年頃より家族によ

る介護負担などの問題から医師，看護師などの医

療職以外の者による吸引行為のあり方について検 
１ 石川県立看護大学 

討され始めたことが背景にある．つまり，本テー

マは国内の実情に起点をおくものである．そのた

め，海外での学会へエントリーすることを考えた

際，この Domestic Issue を Global Issue の観点

で考え，検討することに四苦八苦したものであっ

た．質疑応答を通し，日本と同じように高齢化の

進む国では，在宅への移行ということは類似した

傾向にあることが感じられた．しかし，同じ傾向

であっても，特に大陸諸国では役割意識が明確に

なっているため，家族介護の負担からの発想とい

うより，対費用効果などの側面から，どのような

行為を誰の責任下で，誰に権限委譲(Delegation)
したらよいかという考えからの発想が，とても強

いようにも思われた． 
 国が異なれば，法律や制度など異なる上，人々

の考え方や価値観などを反映させる文化も異なる．

人間の生活の営みに大きく関わる看護学において，

特に実態から研究に入る場合，その多様性

(Diversity)を十分に理解し，取り組むことの重要

性と難しさについて，今回の学会発表の機会を通

して改めて強く感じるものであった．その上，英

語を母国語としないハンディも大きな要素であっ

たとは考えている． 
そのため，学会最終日に”Workshop for Authors 

with English as a Second Language”に参加した．

タイトル通り，参加者は英語を母国語としない国

の看護職者，特にタイや香港などアジア系の方々

が大半であった．英語で研究発表を行う上での難

しさなど，参加者個々人の経験の振り返りを通し

てグループワークが実施された．そこで学んだこ

と，つまり英語を母国語としない人々が共通して

困難性を感じていることは，Domestic Issue から

Global Issue の観点で，しかも英語で書き，説明

しなければならない点にあることを感じた．この

点は，このワークショップを企画実施した英語を

母国語とする欧米の看護職者には，十分に理解さ

れているものであった．その上で，特に強調して

伝えられたことは次の通りであった． ”All 
authors share same goal; Important knowledge 
that will improve nursing practice”，“What is 
not significant; Knowledge already known but 

特別報告 
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not tested in a specific country.  Knowledge 
that is very, very specific and cannot be used 
elsewhere.” 
世界各国から人々の集う場であったが，そこに

は民族や文化の違いを超え，同じ看護職者として

考え議論を重ねる場であった．そして，刺激を得

ることのできる機会であった．同時に，更に勉強

をしていかなければならないことを痛感させられ

るものであった．そんな思いを胸に抱きつつ，7
月 11 日夜，マーライオン（図 1）をシンボルとす

るシンガポールを後にした． 
最後に，赴任早々ながらも，本学会への参加に

快く承諾をして下さいました地域看護学領域の先

生方へ心より深く感謝を申し上げます． 
 

（受付：2009 年 1 月 9 日） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1）Merlion Park in Singapore 

 
 
 
 

 
 

Report on Participation at a Foreign Nursing Conference 
 

Junko IMAISO 
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2008 国際骨関節炎学会議へ参加して 
 

垣花 渉１ 
 
今年の国際骨関節炎学会議は，9月 18～21日に

イタリアのローマで行われました．参加者は約

1000 名にのぼり，観光地 Roma も一役買ったため

か例年以上に盛大に行われました．    

ところで，「骨関節炎」とは耳慣れない言葉だと

思いますが，この疾患によって寝たきりの状態に

なる高齢者はきわめて多いことがしられています．

そのため，現代の科学技術や最新の医療技術を利

用して，このような疾患の予防または治療に関す

る研究は盛んに行われております．私はこの会議

に参加して，変形性膝関節症を患った高齢者を対

象に歩く動作を特殊なカメラを使って分析して健

康な高齢者のそれとどのような点が異なるのかに

ついて発表しました．この発表の新規性は，膝関

節に疾患を有する患者は代償作用として足関節に

負担をかけて歩いているということを量的に表し

た点にありました．すなわち，臨床の現場で観察

された質的な知見を科学技術を使って量的に評価

してそれを裏付けることを行いました．その結果，

参加者の反響を得るとともに多くの助言を得る機

会に恵まれました．また一方では，欧米の研究者

のプレゼンテーション能力の高さに触れることも

できました．スライドやポスターのデザインや構

成は美しく，しかも明快に結果を報告しており，

この経験を本学の学生や教職員の方にできる限り

伝えたいと思います．実習や調査などで得られた

成果をわかりやすく丁寧に説明する能力は学生が

身につけるべき重要な能力の一つであるため，特

に学生のプレゼンテーション能力の向上に貢献し

たいと思います． 

 

（受付：2009 年 1 月 9 日） 
 
 

Participation at the 2008 World Congress on Osteoarthritis 
 

Wataru KAKIHANA 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 石川県立看護大学  

特別報告 
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霊長類の比較機能形態学 2008 シンポジウムに参加して 
 

木村 賛１ 
 
 2008年8月10日ー11日にイギリスダラム大学

で開かれた霊長類の比較機能形態学シンポジウム

に出席したので報告する．このシンポジウムはそ

の前週にスコットランドエジンバラで開かれた第

22回国際霊長類学会(IPS)大会のポストコングレ

スシンポジウムとして開かれた．従って正式名は

2008 IPS Post-Congress Symposium on 
Comparative Functional Morphology in 
Primates という．参加者の大部分はエジンバラ

からすぐ南のダラムへとやってきた機能形態学を

やっている人類学者，霊長類学者である．私は時

間と公費が足り無かったので，本会議には出席し

なかった． 

 22題の口頭発表と6題のポスター発表を1日半

で行うこぢんまりとした会議であった．参加者は

約50名でそのうち日本からの発表者が13名おり，

この分野での日本人研究者の貢献の高さを示して

いる．オーガナイザーが平崎鋭矢（阪大），濱田穣

（京大），ラエ（T.C.Rae、Duhram 大から直前に

Roehampton 大へ移籍）の三氏で，そもそも日本

主導で開かれた会である．会議の特徴は霊長類機

能形態学第 1世代とよばれた年配の者とオーガナ

イザーら第 2世代とよばれる現役活躍中の者の他

に，第 3 世代ともいうべき大学院生など若い世代

を多数よんで発表させかつ副座長として活躍させ

たことにある．新しい技術などを用いた彼らの発

表はなかなか見応えがあり，彼らとの交流を楽し

むことができた．彼らにとっても国際会議での役

割はよい経験となるであろう．これからもこの分

野の発展が期待される． 

 演題は骨，筋，腱など運動器の力学的構造と機

能，関節運動，歩行などの移動運動，姿勢，手の

把握，などにわたり，サルの特徴的な機能形態や

運動解析からヒトの進化を展望するものであった．

CT を駆使した海綿質構造の解析や，コンピュー

タシミュレーションなど最近の技術革新を駆使し

た演題も多く見られた．個人的には，イリノイ大

学ポーク（J.D.Polk）による膝の日常的使い方に

より海綿質密度分布が異なるという実験結果が，

かつてヒトの大腿骨遠位端海綿質を調べた内容と 
１ 石川県立看護大学 

考え合わせて興味深かった．ポークを文献的には

知っていたが，初めて言葉を交わすことができた

のは国際学会の成果であった．また，アントワー

プ大学ドウ（K.D'Août）らによるボノボ（ピグミー

チンパンジー）の運動をオープンエンクロージャ

内で半自然的に調べる話は，いつものことながら

興味をそそられた．私は「ヒトとチンパンジーの

二足歩行における年齢変化」と題して，歩き始め

の乳幼児から高齢者までのヒト二足歩行をチンパ

ンジー二足歩行発達過程の実験結果と比較して発

表した．とくに，体節の角度と可動域についての

考えを述べた．このシンポジウムの発表は

International Journal of Primatology に掲載さ

れる予定である．私はすでに Folia Primatologica
へ投稿済みの内容の一部だったので，別には書く

ことができない． 

 ダラム大学はオックスフォードとケンブリッジ

に次いでイングランドで 3番目に設立された古い

大学である．イングランド最北端のこの地方を世

俗的君主としても支配していた主教が，自分の居

城を大学に寄付したのだそうだ．そのダラム城と

大聖堂（写真）とはユネスコ世界遺産となってお

り，うすら涼しく秋の気配の漂う 8 月の街に観光

客が群れている．ヨーロッパによくあるように，

小さな城下町のあちこちにも大学の教室が点在し

ている．いまではこれでは足りないので，大学キャ

ンパスは郊外に広がっており，シンポジウム会場

もそこにあるカルマンラーニングセンターで行わ

れた．大学で一番新しい建物とのことである．宿

舎はここからウサギの出る芝生を通ってキャンパ

ス内をさらに郊外へ向かったところの，グレイカ

レッジであった．この宿舎は私たちのようなコン

ベンション参加者用なので朝食は食堂で出してく

れたが，夏休み中で学生食堂が閉まっているため

昼食夕食には 20 分ほどかけて街まで歩いて行っ

た．前に行ったことのあるケンブリッジと比べて，

ここのカレッジの建物は大して立派なものではな

い．唯一由緒ある旧城のカレッジは，こちらの空

いている昼休みや夕方には公開されておらず，中

を見ることはできなかった． 

 ほかでも書いたことであるが，サッチャー元首

特別報告 
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相の改革以来イギリスの大学が大きな変化を受け

たことはよく知られている．本学の法人化の参考

にもなるかと，イギリスの教授たちに変化の様子

を聞いてみた．まず書類の量が増えたことが大変

だそうだ．国立大学という位置づけには変わりが

なく，大部分の資金は国から出ているとのことで

ある．ただし授業料が値上げされたことは問題だ

という．大学全体としては外部資金集めにも努力

している．ダラム大学のホールや講義室もコンベ

ンション用に売り込んでいる．もともと大学に個

人が寄付をする習慣はアメリカばかりでなくイギ

リスにもあり，寄付者の名前のついた建物が多数

建っている．私たちの宿舎も，紅茶で有名なグレ

イ伯爵の寄付によるものだそうで，食堂の入り口

には伯爵の肖像画が掛かっていた．私が会った教

授たちのように金儲けとは関係のない基礎研究の

分野では，外部資金を取れと言われてもなかなか

むずかしいといっていた． 

 この海外出張は文科省科学研究費補助金

No.19570228 によっている．参加へ招待をいただ

いたオーガナイザーの方々に感謝したい． 
 
（受付：2009 年 1 月 9 日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
世界遺産ダラム城（旧市街をめぐるウイア川崖上

の左）と大聖堂（同右） 

 

 

Participation at the "2008 Symposium on Comparative 
 Functional Morphology in Primates" in Duhram 

 
Tasuku KIMURA 
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韓国の産後療養院の視察 
 

西村真実子１  吉田和枝１  米田昌代１  堅田智香子１ 

東雅代１  和田五月１  曽山小織１  金川克子１ 
 

キーワード 産後療養院，育児支援，虐待予防，韓国 

 
１．はじめに 

 近年の子育ての意識調査によると，過去20年間

ほどで，子育てに対して不安や困惑，困難感，不

適格感などのネガティブな思いを訴える母親が増

えている．子育てに不安を感じたことのある者は

8割を超え，「どうしたらいいかわからない」と困

惑したことのある者が約６割，子育てをするのが

困難だと感じたことのある者が約4割を占める1～3)．

このような母親のネガティブな思いは「育児不安」

と総称され，暴言や暴力などの虐待に繋がる場合

もある．子どもへの暴言や暴力の実態については，

どのようにそれを質問するかにより調査結果に違

いがみられるが，おおよそ１～４割の母親にある

とされている 4,5)． 

育児不安や虐待の増加には，子育て家庭の孤立

化が大きく関与していると考えられている．核家

族化，地域社会の交流の減少，少子化は，かつて

家庭や地域社会にみられた，子育ての知恵の伝承

やモデル学習，世代間や住民相互の相談・サポー

ト機能を失くした．また，‘子育ては母親がするも

の’とする伝統的な性別役割意識や，家庭よりも

仕事を優先する社会の風潮は，父親不在の子育て

の現状を容認する傾向を作っている．さらに，我々

は無意識に‘女性は母性的に育児ができるはず’

と考えおり，このような意識が無言のうちに母親

にプレッシャーを与えていることも考えられる．

近年のこのような社会環境が，子どもや子育てに

慣れていない，あるいは子どもや子育てをイメー

ジしにくい親を生み，そのような親が情報社会の

中でストレスを抱えながら一人で子育てをしてい

るのが現状であると思われる．さらに，母親の育

児不安や子育て家庭の孤立化は子どもの育ちに悪

影響を及ぼす可能性があり，近年の若者に共通し

てみられる傾向として，自信のなさや対人関係能

力の低さが指摘されるが 6)，これらはこのような

子どもを取巻く環境の変化が子どもの育ちに悪影 
１ 石川県立看護大学 

響を及ぼした結果ともいえる．そして，そのよう

な若者が親になり，不安を感じながら子育てをし

ていくというように，世代を通して子育てや虐待

の負の連鎖が起っているのではないかと危惧され

る． 

このような負の連鎖を絶つための支援は，妊娠

中や周産期のできる限り早期から行うことが重要

である．しかし，支援対象者をスクリーニングし

たり，虐待の語句を用いて誘うことは，結果的に

彼らに「虐待リスクのある問題のある親」，「駄目

な親」というレッテルを貼ることになったり，侵

略的介入となってしまう可能性がある． 

そこで，誰もが気軽に訪れることができる施設

などで，虐待予防も視野においた子育て支援を行

うことが重要であると考えた．虐待予防の子育て

支援には，安心して子どもと離れる時間を確保す

るというレスパイトケアとしての機能と，かつて

地域社会のあらゆる場面でみられた「子育ての知

恵の伝授やモデル学習，相互サポート・相談の機

能」を備えていることが重要であると思われる． 

現在の社会通念では，仕事や冠婚葬祭などの特

別な理由がない限り，母親が子どもを預けること

は好ましくないこととされる傾向が強い．しかし，

母親たちが訴える子育てに伴う不安や不快感，い

らいら，攻撃衝動性，子どもへのネガティブ感情

に対処することは，親自身の子ども時代の傷つき

体験(被虐待経験を含む)が関連している場合もあ

り，容易ではない．そこで，一旦子どもと離れ，

エンパワーできる空間において，自分の子育てを

振り返る時間をとることが重要になってくる．母

親たちは母としての不適格さに悩み，自責感が強

いとともに，人に対し緊張や警戒心，不信感が強

いこともあるので，託児や支援活動の利用自体に

消極的な場合もある．したがって，虐待予防も視

野に入れた子育て支援においては，レスパイトケ

アとともに，母親の思いに配慮した情緒的ケアや

相談の機能を備えていることが重要である． 

特別報告 
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また，子育ての知恵の伝授やモデル学習の機能

については，具体的な子育てスキル(例えば，しつ

けやいらいら対処法等)を，子育て経験や生活時間

の共有を通して自然に学べるようなプログラムに

より具現化できるのではないかと考える．先に述

べたような誰もが気軽に利用できるような施設に

おいて，親役割をサポートする，参加者主体型の

「ペアレンティング･プログラム」や，宿泊型の支

援プランを設け，母親がニーズに応じてこれらを

利用するというスタイルが望ましい． 

このように考えていたときに，韓国において「産

後療養院(または産後ケアセンター)」という施設

があるという情報を得た．産後療養院は出産施設

ではなく，産後に親子が過ごす施設であり，これ

まで述べてきたような虐待予防をも視野においた

子育て支援活動の一つのスタイルとして参考にな

るのではないかと考えた． 

 

２．視察目的 

 韓国の産後療養院のねらい，設立の背景，運営

方法，プログラム内容，利用実態，効果，課題な

どについて情報収集し，日本における子育て支援

活動の参考とする． 

 

３．視察施設 

我々は，まず今回の視察をコーディネートして

くださった柳光銖教授の属する全北大学看護学部

で，韓国の産後療養院の制度・現況と日本の子育

ての状況などについて，情報交換を行った．その

後，４か所の産後療養院(個人の産科病院併設の産

後療養院，和漢薬総合病院の産後療養院，私立総

合病院経営の産後療養院，看護師経営の産後療養

院)と保健所等を訪問し，情報収集とともに，職員

の方々との意見交換を行った（表１）． 

 
表１ 視察施設 

視察先 地域 

１）全北大学校看護学部 

２）和漢薬病院産後養生院 

３）ハン産後療養院 

４）全州市保健所 

韓国 

全州市 

１）漢陽大学 

２）大日病院産後療養院 

３）ＶＩＰ産後療養院 

韓国 

ソウル市 

 
４．産後療養院について 

韓国においては，出産に伴う入院は数日のみの

ことが多く，産後療養院は産後の養生と子育て支

援のために設立された．しかし，出産後の全ての

女性が利用するわけではなく，‘産後のより良い

養生をしたい’‘子育てや家事を助けてくれる人

がいない’‘子育てに自信がない’‘人を雇うより

は費用がかからない’などの動機を持つ者が利用

していた．利用日数は，1 週以内が 6.6%，1 週間

～2 週以内 54.1％，2 週～3 週以内 34.7％，3 週

以上 4.6％であり(2001 年全国調査)，9 割の者が

2～３週間の利用であった．また，おおよそ半数

の産後療養院において，15～20室程度の個室があ

り，1 日に 10～15 名，1 月に 20 名程度の母親が

利用している(2001年同上調査)．視察した４つの

産後療養院もほぼ同じ状況であった．病院直営や

専門職者による開設の施設は少なく，ほとんどが

専門職以外の個人か，チェーン形態の運営である．  

提供されている看護サービスは，褥婦と新生児

のヘルスチェック，乳房マッサージ，授乳指導，

産後体操，保養食の提供等であるが，４施設のう

ちの１～２施設で行われていたものとして，育児

相談，ヨガ，アロマを使った部屋での石鹸作り(お

しゃべり)，子どもの遊具作成があった．また，

毎日，余裕のないようなスケジュールを決めて，

母親が不安にならないようにしているという施

設もあった．視察した施設ではみられなかったが，

家庭訪問を行っている施設が多いということで

あった．産後療養院に関する詳細な情報は別稿で

報告する予定である． 

 

５ 終わりに 

韓国においては，少子高齢化社会に対応するた

めの基盤構築事業が2006年からの10年間で計画

されており，保健所長の話によると，出産と子育

てに対する取り組みはこれから行われるとのこ

とである．しかし，従来から行われている，産後

療養院のような宿泊型の子育て支援スタイルと，

そこで築かれた母親との信頼関係を基にした，そ

の後の育児相談・家庭訪問によるサポートシステ

ムは参考になる点があった．我々がめざす虐待予

防を視野に入れた子育て支援は産後だけでなく，

子どもの発達段階のどの時期においても利用可

能であることが望ましい．産後療養院を参考にし

つつ，日本の子育ての現状に即した，より多角的

に支援プログラムを検討していかなければなら

ない． 

 

本視察は，平成18～20年度科学研究費補助金・

基盤研究（C）（研究代表者 西村真実子）を受け

て実施した．  
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部は査読用なので著者名のないもの）とフロッピーディスク（提出者名とファイルのソフト名を表

書き）を提出する． 
５．原稿のフォントは，原則として和文では「MS 明朝体」を用いる．また，1 ページは，和文横書き

では 44 字×47 行×1 段で上 32mm，下 23mm，左右 25mm ずつの余白を空ける． 
  本文の文字の大きさ(級数)は，10 ポイントで印字する．算用数字は原則半角とする． 
 英文原稿のフォントは「Century 体」(又はこれに類似したもの)を用い，原則として印刷はシング

ルスペースで１段になる．その他は和文の書式に準じるものとする． 
６．横書きにおいて用いる句読点は，全角の「，」及び「．」とする． 
７．本文，図・表・写真とも 160mm×242mm の枠内に必ず収めること． 
（題目と著者名） 
１．題目と著者名については，①題目，②著者名の順にそれぞれ 1 行空けて記述する． 
２．題目は，級数を 16 ポイントとし，左右中央に位置するように印字する．和文題目のフォントは「ゴ

シック体(太字)」とし，英文題目のフォントは「Century 体(太字)」とし，単語は原則大文字はじま

りとする． 
３．和文著者名は，級数を 14 ポイントとし，左右中央，「MS 明朝体(太字)」で印字する．英文著者名

は，級数を 14 ポイントとし，「Century 体(太字)」で名，姓の順序，姓はすべて大文字とする．著

者名の所属を著者名の右肩に全角の数字によって脚注表示する． 
４．脚注に示す著者の所属は，級数を 8 ポイントとし，第 1 ページの下段に本文から 1 行空けてライン

を中央まで引き，その下に印字する．その際枠からはみ出さないよう注意する． 
（概要・キーワード） 
１．著者名の次に和文の場合は 400 字以内の和文概要，和語のキーワード 5 つ以内，英文の場合は 250

語以内の英文概要と英語のキーワード 5 つ以内を記載する．ただし，和文では，最後の頁に英文概

要 250 語以内と英語のキーワード 5 つ以内を掲載する．なお，概要，キーワードは，級数を 8.5 ポ

イントとし，左右の枠から 3.5 字空き左右中央に印字する．また，「キーワード」あるいは Key words
は，太字で強調する． 

２．著者名と概要との間は，行間が 1 行空きになるように印字する． 
３．キーワードは，概要の下に一行空けて印字する．キーワードの下は，1 行空きとする． 
（本文） 
１．章の見出しは，級数を 10 ポイントとし，１．はじめに，２ ．方法，…のように全角算用数字を付

し，左右中央に「ゴシック体（太字）」で印字する．ただし，謝辞，参考文献・注記・付録には算

用数字を付けないものとする. 
２．節の小見出しの級数は，本文と同じく 10 ポイントとし，左端から１ ．１，１ ．２…のように全

角算用数字を付し，ゴシック体で印字する． 
３．項の見出しは，級数を 10 ポイントとし，左端から全角明朝体で（１），（２）…のように付して印

字する． 
４．和文において改行する場合は，文頭を 1 字下げる．英文では文頭を 2 字下げる． 
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（図・表・写真） 
１．いずれも単独で意味が十分通じるようにまとめ，それぞれできる限り簡潔なキャプション(説明文)

を本文と同じ文体で付す． 
２．図・表は，原稿ではそれぞれ順序に従い本文の後に配置する．本文余白に挿入箇所を青で記入す

る．原図と異なる刷り上がり大きさを希望するときは明確に指定する．図・表中の文字の級数は 8
ポイント以上，表中の文字は明朝で印字することが望ましい． 

３．写真は，図の番号に含める．印画紙にプリントしたもの又は同等の画質にてプリントアウトしたも

のを別紙に貼付し，紙に著者名と番号を明記する．説明文は 2 の順序に含め本文の後におく． 
４．図（以下写真を含む）の番号・タイトルは図の下に，表の番号・タイトルは上に，それぞれ左詰で

記入し，級数は 9 ポイントで印字する． 
５．呼称は，それぞれ図１，図２…，表１，表２…とし，章ごとに番号を分けずに通し番号とする． 
６．挿入した図・表の大きさを記述部分の字数に換算して，総頁（10 頁）を超えないようにする． 
７．印刷は全て白黒写真製版で行い，図，表はすべてモノクロに限る．  
（数式等） 
１．極力簡単にまとめる． 
２．式は 3 字空けてから書き出す． 
３．式番号は，式の最後に右寄せにして記す． 
（記号） 
１．できる限り一般的なものを用い，最初に記した箇所でその定義を明らかにする． 
２．まぎらわしいもの（大文字・小文字が同形のものや異字間で形が似通っているものなど）は，その

区別を明瞭にする．特に，下付け又は上付けにすべきものは，はっきり示すこと． 
３．ドイツ語，フランス語等の特殊文字はそのまま使用してよいが，ギリシア文字，アラビア文字等は

可能な範囲でアルファベット化する． 
（引用文献） 
１．引用，参考文献は，級数を 9 ポイントとする． 
２．引用又は参考とした文献名は，使用順に番号を振り，結論(あれば謝辞)の後に引用又は参考文献と

して番号順にまとめて掲げる．番号は半角とし，後ろを 1 字空ける． 
３．文献番号は，本文中又は引用した図・表のキャプションの最後に上付き半角数字で 1)，2)，3)，…

のように明記しておく．同一文献の同一ページは同一番号とする． 
４．記載方法は，原則として以下のような形式とする．発行年は西暦とする．著者が複数の場合，和

文，欧文ともに著者名の連記は 3 名までとし，最後尾に他○名とか，et al. などを付記する． 
１）単行本の場合 

著(編)者名：書名．発行所名，（欧文には発行地），引用最初頁－最後頁，発行年．の順． 
和文例）石川一郎：生と死の現在．学文堂，23-28，2003． 
欧文例）Hockney, R. W. and Eastwood, J. W. : Computer Simulation Using Particles. McGraw 

International Book Co., Oxford, 21-28,1981．（書名単語は原則大文字はじまりとする） 
２）論文等の場合 

著者名：論文名．雑誌名，巻号数，最初頁－最後頁，発行年．の順とする． 
和文例）石川一二三：訪問看護における医師と看護師の連携について．訪問看護展望，20(3)，21-18，

1978． 
欧文例）Akerman, M., Smith, J., Hopper, J.D., et al.: Sensitivity and specific of the fine aspiration 

cytology. Acta Cytol.34,21-56,1990. （単語は雑誌題名では原則大文字はじまり，英文論文題

名では筆頭以外小文字はじまりとする） 
３）単行本の一部をなす論文等の場合 

著者名：論文名．単行本編者名：書名．発行所名，（欧文では発行地名），最初頁－最終頁，発

行年．の順とする． 
和文例）杉本陽子：乳幼児期の健康．後閑容子，蝦名美智子，大西和子編：健康科学概論．ヌーヴェ
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ルヒロカワ，70-77，2004． 
欧文例）Grabiner, M.D.: Locomotion in healthy older adults. Allard, P., Cappozzo, A., Lundberg, A. 

et al. eds.: Three-dimensional Analysis of Human Locomotion.  John Wiley & Sons, 
Chichester, 363-373, 1997. （書名単語は原則大文字はじまり） 

（著作権） 
１．著作物の著作権は本誌に採用された時点から石川県立看護大学（以下「本大学」という）に帰属す

る．著者本人を除き本大学の許可なしにいかなる形式においても本誌の一部を複製することはでき

ない． 
２．本大学はこれら著作物の全部または一部，ならびに翻訳，翻案，データベース化等の二次的著作物

を，本大学のホームページ，本大学が認めたネットワーク媒体，その他の媒体において複製，出版

（電子出版を含む），頒布ができる． 
（附則） 
１．この要領は，平成 15 年 8 月 1 日から施行する． 
２．平成 16 年 3 月 18 日改訂． 
３．平成 20 年 9 月 4 日改訂． 
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編集後記 
 

 この度，石川看護雑誌第 6 巻が刊行されたが，今年度は例年と異なり，論文投稿を 2 回募っ

た．第 1 回目は特に大学院生を対象とした夏休み前を締め切りに設定した募集であり，2 回

目は従来通りの募集（10 月締め切り）であった．その結果，大学院生から 1 編の投稿があり，

最終的に原著論文が 2 編，報告 6 編，資料 4 編が掲載される運びとなった． 
もうひとつ例年と異なる点は，国際学会発表や海外研修などの内容を伝える特別報告が今

年度から掲載されるようになったことである．研修，視察，学会発表などの目的で，特に個

人研究費や学内共同研究費などの公費を使用して渡航した教職員に，原稿を依頼した．この

試みには，学内のみならず学外の読者に，本学の教職員が海外でどれだけ活躍しているかを

知ってもらうことや海外の事情を知る機会に繋がればという目的がある．このことにより多

くの刺激を受けてもらえれば，編集委員会としてはうれしい限りである． 
 本巻の編集には平成 20 年度「石川看護雑誌」編集委員会（金子・末弘・西村・浅見）が担

当した．また長田図書館主任専門員に今回もご助力を願った．最後ではあるが，査読の労を

とってくださった学内外の方々に，この場を借りてお礼を申し上げたい． 
 
２００９年３月  

石川看護雑誌第 6 巻編集委員長 末弘美樹 
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